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ステークホルダーの皆様へトップ 
メッセージ

株主・投資家様、お客様、お取引先様、地域社会の皆様に
は、日頃からのご理解とご支援を賜り、厚く御礼を申し上げ
ます。日東電工グループを代表して、2012年度のご報告と、
2013年度の方針をお伝えいたします。

2012 年度業績について

2012年度の経済環境は、海外では米国経済が緩やかな
景気回復を続けましたが、欧州の政府債務問題の長期化や
新興国経済の減速など厳しい状況で推移しました。国内では
大震災からの復興需要を背景に緩やかながら持ち直しの動
きが見られた中、政権交代に伴う新たな金融や財政政策へ
の展望から円安傾向となり、足元の景気回復への期待感が
高まりました。

日東電工グループでは、2011年度の「挑む年」から、2012
年度を市場で勝ち、競合に勝ち、自らに「克つ年」として事業
をすすめてまいりました。主力市場のエレクトロニクス業界
では、需要旺盛なスマートフォンやタブレットＰＣ向けに新製
品を投入しました。自動車業界では、生産台数の回復に伴い
インダストリアルテープを中心に拡販しました。同時に、新し
いテーマをたくさん作る多軸化とグローバル展開を積極的
に推進した結果、特にインダストリアルテープやメディカル
事業において新たな成長の胎動を感じる方向に向かい始め
ました。結果、2012年度業績は、売上高6,756億円（2011
年度比11.2%増）、営業利益686億円（2011年度比21.6%
増）となりました。

2013 年度の取り組み

2013年度の経済見通しは、海外では様々な政策措置や景
気刺激策などが採られたことで深刻な経済危機のリスクは低
下し、成長を後押ししています。国内でも新政権の景気対策
が短期的には成長を押し上げることが期待されますが、不透
明な経済環境は今後も続いていくものと思われます。

このような状況下、日東電工グループは2013年度を「越
える年」と位置づけています。一人ひとりがこれまでの意識
を越えて果敢にチャレンジすることで、世界で戦う実力を身

につけます。
また、今年度はブランドマークの刷新を行います。これは

企業認知度のさらなる向上により、訴求力を高め、情報入手
力や発信力を強くすることに加え、求心力となる共通の価値
観をグループ内に徹底することを狙いとしています。

事業においては、インダストリアルテープでは、現地で開
発、材料調達から生産、販売まで一貫して対応できる体制づ
くりを行い、さらにグローバル化をすすめます。特に、新興
国での産業の成長度合いに応じた製品を投入し、ANT（エリ
ア・ニッチ・トップ）製品を創出します。

オプトロニクスでは、スマートフォンやタブレットPCでの需
要増加が引き続き見込まれる情報機能材料の売上を中心に
拡大します。

メディカル&メンブレンでは、事業基盤を強化し全体の収
益力を上げていきます。メディカルでは、今後成長が見込ま
れる核酸医薬ビジネスに資源を投入して製造、開発機能をグ
ローバル展開していきます。メンブレンでは攻める市場を絞
り込み、採算性を向上させます。

2013年度は、これらの事業機会を損なわぬよう過去最高
となる900億円規模の設備投資を計画しています。迅速か
つ機動的な判断で健全な成長を実現します。

これらにより2013年度業績見通しは、売上高7,650億円
（2012年度比13.2%増）、営業利益960億円（2012年度比

39.8%増）と、いずれも過去最高を計画しています。

中期経営計画

2013年度から3か年の中期経営計画「Nitto-2015」をス
タートさせました。最終年度の2015年度には売上高9,200億
円、営業利益1,200億円を目指します。この計画では「安全・安
心な職場を基本とした『健全な事業成長』の推進」を基本コン
セプトに、３つの点を重点項目として取り組んでまいります。

１つめは「事業の成長」です。現行事業の拡大と新事業の
創出のバランスを取って進め、グリーン（環境関連）、クリーン

（新エネルギー関連）、ファイン（メディカル・ライフサイエン
ス関連）の成長分野を中心に新たなテーマをたくさん立てて
いきます。2012年度には窓用省エネ（遮熱＆断熱）フィルム
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「PENJEREX®」の販売や、船底保護用機能性フィルム「マリ
ングライド™」の新規開発などを行ってきましたが、引き続き
新事業を創出していきます。また、日本で長年培った技術や
実績を活かして、中国で社会インフラ施設の防食・防水材料
事業を展開します。

２つめは「質の向上」です。企業の成長は業績を追求する
だけで実現できるものではなく、同時に質を高めていくこと
が必要です。安全・安心な職場で「環境に優しい製品の提供」、

「お客様に喜んでいただける品質の追求」、「企業の社会的責
任への取り組み」などの施策を事業の成長と一体化させて取
り組むことで企業価値向上を果たし、成長し続ける企業を実
現していきます。

３つめは「人財の成長」です。日東電工グループが世界で
成長していく中で、事業遂行能力のみならず、企業文化や
DNAを理解した人財が必要になります。国籍や性別などに
かかわらず次世代のビジネスリーダーとなる人財を「日東 
Person」として位置づけ、選抜を含めた教育プログラムなど
により、育成していきます。

利益配分方針

私達は、株主の皆様への利益還元を、経営の最重要課題
の一つとして位置付けています。

配当金につきましては、「ものづくり」をするメーカーとし
て、急速な技術革新への対応と顧客ニーズにタイムリーに応
えるための研究・開発、生産に関わる積極的な先行投資など
の必要性、そして財務状況、利益水準、配当性向などを総合
的に勘案して実施します。

2012年度につきましては、期末配当を50円、年間配当は
100円と、2011年度と同額とさせていただきました。なお、
2013年度につきましては、設備投資の拡大と利益状況など
総合的に勘案して、2012年度と同額の年間100円を計画し
ています。

企業の社会的責任の位置付け

日東電工グループでは「新しい価値の創造」を経営理念と

し、社会での存在意義としています。この経営理念を実現す
るための行動の原点が「オープン・フェア・ベスト」です。

世界経済の大きな転換期の中で、企業には新たな価値観
への柔軟かつ迅速な対応が日々要求されます。このような時
こそ、企業の総合力としての社会的責任に対する取り組みが
問われます。

私達は、事業を通じて社会に貢献するのはもちろんのこ
と、行動基準に示す「品質」「安全」「チャレンジ」「コンプライア
ンス」「環境」に対しても責任を果たしていきます。

企業として、また、企業を構成する一人ひとりが誇りと気概
を持って日々の活動に誠実に取り組むことで、株主・投資家
様、お客様、お取引先様、地域社会の皆様、従業員とその家
族など、当社を取り巻くすべてのステークホルダーの皆様に
対する責任を果たすことをお約束いたします。

ステークホルダーの皆様におかれましては、変わらぬご支
援、ご指導を、今後ともよろしくお願い申し上げます。

日東電工株式会社 
代表取締役 取締役社長 


